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1. 調査団員氏名 

 

<基本設計調査> 

 氏  名 担当業務 所属先 

1 星  弘文 総括 国際協力機構 農村開発部 乾燥畑作地帯第一課 課長

2 藤家  斉 協力プログラム運営管理／無償資金

協力計画管理 
国際協力機構 ウガンダ事務所 所員 

3 加藤 孝宏 業務主任/建築計画 NTC インターナショナル株式会社 

4 畔上 廣司 建築設計/設備計画 有限会社畔上建築設計事務所 

5 本間 浩徳 研究・研修計画/機材計画 有限会社開発企画 

6 堀田 朋樹 灌漑圃場施設計画/環境社会配慮 NTC インターナショナル株式会社 

7 定野 光成 積算/施工計画/調達計画 NTC インターナショナル株式会社 

 

<基本設計概要説明調査> 

 氏  名 担当業務 所属先 

1 関  徹男 総括 国際協力機構 ウガンダ事務所長 

2 鯉沼 真里 計画管理 国際協力機構 農村開発部乾燥畑作地帯第一課 

3 加藤 孝宏 業務主任/建築計画 NTC インターナショナル株式会社 

4 定野 光成 積算／施工計画／調達計画 NTC インターナショナル株式会社 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

2. 調査行程 
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2. 調査行程 

<基本設計調査> 

日

順 
月日 

曜

日 

官ベース 

調査団 

業務主任/建築

計画 

加藤 孝宏 

建築設計/設備

計画 

畔上 廣司 

研究・研修計画/

機材計画 

本間 浩徳 

灌漑圃場施設計画

/環境社会配慮 

堀田 朋樹 

積算/施工計

画/調達計画

定野 光成 

1 8月2日 土  移動(日本-ドバイ） 

2 8月3日 日  移動(ドバイ→エンテベ→カンパラ） 

3 8月4日 月 M/D内容の現地確認作業、現地踏査 

4 8月5日 火 IC/R提出（NaCRRI等関係者協議）、JICA専門家との協議 

5 8月6日 水 M/D内容の現地確認作業、再委託準備（測量、地質、研究・研修ニーズおよび研修修了者調査） 

6 8月7日 木 MAAIF、NAROに対するインセプションレポート（IC/R）説明・協議 

7 8月8日 金 同上、M/D協議、現地踏査 NaCRRIから所有資料等の聞取り調査他 

8 8月9日 土 現地踏査 

9 8月10日 日 団内会議、資料収集・整理、M/D協議準備 

10 8月11日 月 M/D協議、日本大使館報告 現地および現地周辺踏査、資料収集 

11 8月12日 火 M/D署名 

移動（エンテ

ベ→ドバイ） 

NaCRRIにて調査方法協議 

再委託契約および作業方法の協議他 

12 8月13日 水 移動（ドバイ

→日本） 
現地および現地周辺踏査、資料収集 

13 8月14日 木 NAROに対するインセプションレポート（IC/R）説明・協議 

14 8月15日 金  既存施設および

灌漑･圃場の現況

および維持管理

状況 

研修コースの確

認・課題調査 

組織、予算、技術

レベルの調査 

他機関の援助状

況調査 

既存施設現況調

査 

施設設計基準等

資料収集 

測量調査の指示、

地質踏査 

研修コースの確

認・課題調査 

設計基準等資料

収集 

研修コースの確認・

課題調査 

研究・研修ニーズ

／研修修了者の追

跡調査の実施管

理、調査団員による

農民、研修生への

聞き取り調査 

自然状況調査の実

施管理 

既存施設の現況と

維持管理状況調査 

インフラ調査（電

力・給水・通信事情

等） 

灌漑・圃場整備に

係る調査 

施設の維持管

理 

施工計画関連

資料収集 

積算関連資料

収集 

建設事情調査 

15 8月16日 土     

16 8月17日 日  団内会議、資料収集・整理、中間報告作成 

17 8月18日 月  

18 8月19日 

 

火  

19 8月20日 

 

水  

20 8月21日 

 

木  

21 8月22日 

 

金  

22 8月23日 土  

既存施設および

灌漑･圃場の現況

および維持管理

状況 

研修コースの確

認・課題調査 

組織、予算、技術

レベルの調査 

ドナー機関の援

助状況調査 

灌漑・圃場整備に

関する調査 

施設設計基準、

建築基準等関連

資料収集 

既存施設現況調

査 

施設設計基準等

資料収集 

測量調査の指示 

地質踏査 

研修コースの確

認・課題調査 

設計基準等資料

収集 

現有機材調査 

機材の維持管理状

況調査 

機材調達事情調査

インフラ調査 

道路状況調査 

利用可能資材調査

積算関連資料収集

研修ニーズ／研修

修了者の追跡調査

の実施管理、調査

団員による農民、研

修生への聞き取り

調査。 

自然状況調査の実

施管理 

既存施設の現況お

よび維持管理状況

調査 

インフラ調査（電

力・給水・通信事情

等） 

灌漑・圃場整備に

関する調査 

環境影響評価関連 

施設の維持管

理 

施工計画関連

資料収集 

積算関連資料

収集 

建設事情調査 

道路状況調査 

調達関連情報

調査 

23 8月24日 日  団内会議、資料収集・整理 

24 8月25日 月  

25 8月26日 火  

26 8月27日 水  

前週の継続作業

補足資料収集 

調査結果取りまと

め 

前週の継続作業 

補足資料収集 

調査結果取りまと

め 

前週の継続作業 

補足資料収集 

聞き取り調査の回

収、調査結果取りま

とめ 

前週の継続作業 

補足資料収集 

自然条件調査の結

果整理、その他調

査結果取りまとめ 

前 週 の 継 続 作

業 

補足資料収集 

調査結果取りま

とめ 

27 8月28日 木  NARO、NaCRRIと調査結果概要説明・協議、調査結果の議事録作成・署名 

28 8月29日 金  JICA、関係機関報告 

29 8月30日 土  移動（エンテベ→ドバイ） 

30 8月31日 日  移動（ドバイ→日本） 
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<基本設計概要説明調査> 

日

順 

月日 曜

日 
官ベース調査団 業務主任/建築計画 

加藤 孝宏 

積算/施工計画/調達計画 

定野 光成 

1 12月13日 土  移動(日本-ドバイ） 

2 12月14日 日  移動(ドバイ→エンテベ→カンパラ） 

3 12月15日 月 移動(日本-ドバイ） JICA事務所、JICA専門家との協議 

NAROに対する基本設計概要書の説明・協議 

4 12月16日 火 移動(ドバイ→エンテベ→カンパラ）

JICA事務所、JICA専門家との協議

現地確認作業 

NaCRRIに対する基本設計概要書の説明・協議 

5 12月17日 水 NARO、NaCRRIに対する基本設計概要書の説明・協議、M/D協議 

資料収集 

6 12月18日 木 NEMAへの事業概要の説明、日本大使館報告 

7 12月19日 金 M/D署名、資料収集 

8 12月20日 土 移動（カンパラ→エンテベ→ドバイ） 現地確認作業 

9 12月21日 日 移動（ドバイ→日本） 移動（カンパラ→エンテベ→ドバイ） 

10 12月22日 月  移動（ドバイ→日本） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

3. 面会者リスト 
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3. 面会者リスト 

<基本設計調査> 

日本国側 
 

 氏  名 所  属 

1. 亀田 和明 在日本国大使館 参事官 

2. 板倉 言葉 在日本国大使館 書記官 

3. 洲崎 毅浩 JICA ウガンダ事務所長 

4. 藤家  斉 JICA ウガンダ事務所 所員 

5. 西牧 隆壯 ウガンダ国技プロ東部ウガンダ持続型灌漑農業開発計画 専門家（総括）

6. 坪井 達史 ウガンダ国「ネリカ米適用化技術」個別専門家 

7. 多田 融右 ウガンダ国個別専門家 農業計画アドバイザー 

8. 伊藤 幸範 東部ウガンダ持続型灌漑農業開発計画 専門家（業務調整/研修） 

9. 安藤 孝政 東部ウガンダ持続型灌漑農業開発計画 専門家（営農/普及） 

10. 小林 稔昌 東部ウガンダ持続型灌漑農業開発計画 専門家（灌漑農業） 

 

ウガンダ国側 
 
（農業畜産水産省：MAAIF） 

 氏  名 所  属 

1. Mr. Vincent R. Rubarema Permanent Secretary, MAAIF 

2. Mr. Okaasai S. Opolot Commissioner, Department of Crop Production, MAAIF 

3. Mr. Akena Frank Senior Agriculture Officer, Department of Farm Development 

 

（国立農業研究機構：NARO） 

 氏  名 所  属 

1. Dr. Denis T. Kyetere Director General 

2. Dr. Cyprian Ebong Director Quality Assurance 

3. Mr. J. Magyembe Mwesigwa Coordinator, Agricultural Research Competitive Fund Scheme 

4. Mr. Stephen Ojangole Senior Planning Officer 

5. Dr. Emily Kabushenga Twinamasiko Director Research Coordination 

6. Mr. Mores Mazune Head Procurement 

7. Dr. Frederick Kiwanuka Consultant Civil Engineer 
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（国立農業研究所：NaCRRI） 

 氏  名 所  属 

1. Dr. James A. Ogwang Director of Research 

2. Dr. Godfrey Asea Plant Breeder, Cereals Research Program 

3. Dr. Bua O. Anton Agric-Economist, Team leader, National Cassava Program 

4. Mr. Jimmy Lamo Rice Breeder 

5. Dr. Michael A. Ugen Principal Research Officer, Beans research Program 

6. Mr. Ali Amisi Kaboggoza Senior Administrative Officer 

7. Dr. Michael H. Otim Crop Entomologist 

8. Mr. Robert Kiggundu Farm Manager 

9. Mr. Sali Andrew Meteorological Assistant 

 

国家環境管理局：NEMA 

 氏  名 所  属 

1. Mr. Onesimus Muhwezi Director, Environmental Monitoring and Compliance 

2. Mr. George Lubega Matovu National Resource Specialist 

 

国家農業アドバイザリー・サービス庁：NAADS 

 氏  名 所  属 

1. Mr. Joseph Kyamanwa Finance & Administration, Manager, NAADS 

2. Mr. Andren Kilama Finance & Administration, Manager, NAADS (Replacement) 

3. Ms. Alyce Nakagwa Information & Communication Officer/ PRO 

4. Ms. Ruth M. Kunihira Executive Assistant, NAADS 

 

国際機関、ドナー、NGO 

 氏  名 所  属 

1. Mr. Anyand Robert Agronomist, Sasakawa- Global 2000 

2. Mr. Kayaayo Battson R. Emmanuel Program Coordinator, Sasakawa- Global 2000 

3. Dr. Charles Sembatya Program specialist, Sasakawa- Global 2000 

4. Mr. Percy W. Misika FAO representative in Uganda 

5. Mr. Charles Owach Assistant FAO representative (Programs) 

6. Dr. Paul Laboke Project Coordinator, FAO 
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 氏  名 所  属 

7. Ms. Rilla Norslund Senior Advisor, ASPS, DANIDA 

8. Ms. Rachel Miwanda Office Manager, ASPS, DANIDA 

9. Dr. Mukaila A. Ojelade Resident Representative, AfDB 

10. Mr. Daniel Rutabingwa Investment Officer, AfDB 

11. Mr. Asaph Nuwagira Agricultural and Rural Development Specialist, AfDB 

12. Ms. Florence Asienzo Wamala Executive Assistant, AfDB 

 

 

 

<基本設計概要説明調査> 

日本国側 

 氏  名 所  属 

1. 滋賀 正樹 在日本国大使館 参事官 

2. 板倉 言葉 在日本国大使館 書記官 

3. 関  徹男 JICA ウガンダ事務所長 

4. 藤家  斉 JICA ウガンダ事務所 所員 

5. 内藤 悠子 JICA ウガンダ事務所 所員 

6. 西牧 隆壯 ウガンダ国技プロネリカ米振興計画 専門家 （総括/陸稲灌漑技術） 

7. 坪井 達史 ウガンダ国技プロネリカ米振興計画 専門家 （稲栽培技術/研修） 

8. 後藤 明生 ウガンダ国技プロネリカ米振興計画 専門家 （業務調整/普及） 

9. 多田 融右 ウガンダ国個別専門家 農業計画アドバイザー 

 

ウガンダ国側 
（農業畜産水産省：MAAIF） 

 氏  名 所  属 

1. Dr. William Olaho Mukani Acting Permanent Secretary, MAAIF 

2. Mr. Okaasai S. Opolot Commissioner, Department of Crop Production, MAAIF 
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（国立農業研究機構：NARO） 

 氏  名 所  属 

1. Dr. Denis T. Kyetere Director General 

2. Mr. J. Magyembe Mwesigwa Coordinator, Agricultural Research Competitive Fund Scheme 

3. Dr. Emily Kabushenga Twinamasiko Director Research Coordination 

4. Mr. Mores Mazune Head Procurement 

5. Dr. Frederick Kiwanuka Consultant Civil Engineer 

6. Mr. John Ocitti Chief Accountant 

7. Mr. Bagonza Robert Head, Human Resources and Administration 

 

（国立農業研究所：NaCRRI） 

 氏  名 所  属 

1. Dr. James A. Ogwang Director of Research 

2. Mr. Kaboggoza Ali Administrator 

3. Dr. Godfrey Asea Plant Breeder, Cereals Research Program 

4. Mr. Jimmy Lamo Rice Breeder 

5. Mr. Robert Kiggundu Farm Manager 

 

国家環境管理局：NEMA 

 氏  名 所  属 

1. Mr. Waiswa Ayazika Arnold Environmental Impact Assessment Co-ordinator 

2. Mr. George Lubega Matovu National Resource Specialist 



 

 

 

 

 

 

 

4. 討議議事録（M/D） 
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（現地調査時） 
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（基本設計概要説明調査時） 
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5. 事業事前計画表（基本設計時） 
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5. 事業事前計画表（基本設計時） 

 

1. 案件名 

ウガンダ共和国 稲研究・研修センター建設計画 

2. 要請の背景 

「ウ」国政府は、「貧困撲滅行動計画（PEAP）」に基づき、基幹産業である農業を貧困削減のための重要セク

ターと位置づけ、「農業近代化計画（PMA）」を策定して農業／農村開発分野の強化に取り組んでいる。穀物生産

ではコメの需給についてみると 2005 年は国内において精米ベースで 10.56 万トン（籾ベースで 15.3 万トン）生

産されたが、需要量 18.7 万トンの 43.5%にあたる 8.14 万トンが輸入され、約 20.3 億円相当の外貨が充当された。

コメの総消費量とともに国民 1 人あたりの消費量も近年増加しており、「ウ」国政府は、ネリカ米を含むコメ振

興に力を入れている。 

JICA は、2004 年 6 月から長期専門家「ネリカ米適用化技術」を国立作物資源研究所（NaCRRI、1949 年に設

立）に派遣し、技術的基盤の確立や研修・普及に協力してきているほか、「ウ」国関係者への技術指導を行った

結果、ネリカ米の作付けは年々増加している。しかし「ウ」国の稲作分野の研究・普及にかかる人材育成、普及

体制、施設整備はいまだ不十分な状況にあることから、「ウ」国は NaCRRI のネリカ研究機能の強化と研究者の

育成、及び各地の普及人材の育成、普及体制の整備を通じたネリカ米の生産量・生産性の向上を目的として、技

術協力プロジェクト「ネリカ米振興計画」及び無償資金協力「稲研究・研修センター建設計画」を要請した。 

係る経緯から、JICA は両要請に対し、案件形成準備段階の機動性・迅速性を確保し、技術協力、無償両スキ

ームの相乗効果を発現するために、協力準備調査（第 1 次調査）を実施し、「稲研究・研修センター建設計画」

について第 2 次調査において協力の対象、内容、規模等に関わる調査、基本設計を行うことになったものである。

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

「ウ」国におけるコメ振興のために必要な計画・研究・研修・普及・評価の質が改善される。 

 裨益対象 直接裨益者：研究者 26 名、研修参加者は県農業局職員、普及員を含め、年間延べ約 2,600
名 

    間接裨益者：「ウ」国全農民（農家数 4,151 千戸、2005/06 年） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

「ウ」国におけるコメ振興を目的とした稲に係る研究・研修センターの施設及び機材が国立作物資源研究所

（NaCRRI）において整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

・ NaCRRI の稲研究・研修の実施に必要な施設を整備し、機材を調達する。 

・ 施設運営のための職員、研究者を配備、育成する。 

・ 施設運営のための必要予算を確保する。 

・ 上記施設及び機材を使用して研究・研修を実施する。 

(4) 投入（インプット） 

・ 日本側 ： 無償資金協力 6.70 億円 

・ 「ウ」国側 ： 必要な人材の雇用、施設・機材の運営・維持管理費に係る経費など 

0.08 億円 

(5) 実施体制 

・ 主管官庁 ： 農業畜産水産省（MAAIF） 

・ 実施機関 ： 国立農業研究機構（NARO） 
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4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

・ ウガンダ共和国ワキソ県ナムロンゲ地区 

(2) 概要 

・ NaCRRI における稲研究・研修の実施に必要な施設及び機材の整備 

(3) 「ウ」国側負担事項 

・ 既存施設の解体・撤去・整地 

・ 施設用地、仮設用地の提供 

・ 環境影響評価、建築工事の申請提出及び許可取得等 

(4) 概算事業費 

・ 概算事業費 6.78 億円（無償資金協力 6.70 億円、「ウ」国側負担 0.08 億円） 

(5) 工期（施設建設及び機材調達） 

・ 詳細設計・入札期間を含め約 18 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

なし 

5. 外部要因リスク 

・ 治安が極端に悪化しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

・ 特になし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 現状（2008 年） 計画値（2012 年） 
稲作研修者数* 
（内訳） 

政府技術者 
農民 
外国研究者、NGO 等 

延べ 1,300 名* 
 
50 名 

1,190 名 
60 名 

年間延べ 2,600 名 
 

980 名 
1,460 名 

160 名 

*： ネリカ米適正化計画、およびネリカ米振興計画における研修参加者数（2008 年 12
月集計） 

(2) 評価の時期 

・ 2012 年以降（施設建設・機材調達整備完工 2 年経過後） 
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7.1 施設面積の算定結果 
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械
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：
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×6

m
）

 
2m

×6
.5

m
=1

3m
2  

72
m

2  

3.
 

植
物
病
理
（
コ
メ
そ
の
他
）
、
植
物
病

理
（
果
樹
）
昆
虫
・
病
害
虫

 
研
究
者
：

3×
8.

3m
2 =2

5m
2  

研
究
助
手
：

2×
3.

3m
2 =7

m
2  

合
計
：

 
32

m
2  

病
理
実
験
作
業
台
（

1m
×5

m
）

 
〈
病
虫
害
調
査
〉

 
光
学
顕
微
鏡

2
台
、
光
学
顕
微
鏡
台

 

2m
×5

m
=1

0m
2  

42
m

2  

4.
 

営
農

研
修

、
収

穫
後

処
理

・
市

場
、

農
業
社
会
・
農
業
経
済

 
研
究
者
：

4×
8.

3m
2 =3

3m
2  

研
究
助
手
：

4×
3.

3m
2 =1

3m
2  

合
計
：

 
46

m
2  

作
業
台
（

1m
×6

m
）

 
作
業
台
（

2m
×3

m
）

 
2m

×6
m

=1
2m

2  
3.

5m
×4

m
=1

4m
2  

合
計

26
m

2  

72
m

2  

 
 

 
 

上
記
合
計

 
28

8m
2 

5.
 

作
業
室

 
 

研
究
用
乾
燥
作
業
台
（

2m
x3

m
）

 
発
芽
試
験
用
作
業
台
（

2m
x5

m
）

 
籾
サ
ン
プ
ル
保
管
ス
ペ
ー
ス

 
精
米
サ
ン
プ
ル
保
管
ス
ペ
ー
ス

 
土
壌
乾
燥
機
、
作
業
台
（

2m
x3

m
）

 
土
壌
サ
ン
プ
ル
ラ
ッ
ク
（

90
×5

0×
20

0c
m
：

1
台
）

 
作
物
サ
ン
プ
ル
ラ
ッ
ク
（

90
×5

0×
20

0c
m
：

2
台
）

 

3m
x3

m
=9

m
2  

3m
x6

m
=1

8m
2  

3m
x4

m
=1

2m
2  

3m
x3

m
=9

m
2  

3m
x4

m
=1

2m
2  

2m
×2

m
×1

=4
m

2  
2m

×2
m

×2
=8

m
2  

合
計
 
 

72
 m

2  

72
m

2 ×5
0%

=3
6m

2  
作

業
室

は
上

記
作

業
が

同
時

に
発

生
し

な
い

こ

と
か

ら
計

算
面

積
の

50
%
と
す
る
。

 

注
：

 
研
究
用

脱
穀
作
業
、
唐
簑
に
よ
る
振
分
け
作
業
は
農
機
具
倉
庫
内
の
作
業
室
で
行
う
。

 
上
記
研
究
室
内
作
業
ス
ペ
ー
ス
及
び
作
業
室
の
面
積
は
作
業
台
、
保
存
棚
に
つ
い
て
作
業
ス
ペ
ー
ス
を

1m
程
度

含
ん
で
算
定
し
て
い
る
。
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室
 

 
名

 
規
 
 
模

 
面
積
算
定

 
摘
 
 
要

 

6.
 種

子
処
理
・
貯
蔵
室

 
冷
蔵
庫

40
0ℓ

×2
 

種
子
保
存
棚

 
室
内
作
業
ス
ペ
ー
ス

 

3m
×3

m
=9

m
2  

5m
×1

.5
m

×2
列

=1
5m

2  
2m

×6
m

=1
2m

2  
合
計

36
m

2  

種
子
保
存
用
冷
蔵
庫
及
び
種
子
保
管
棚
を
設
置
す
る
。
貯
蔵
室
中
央
部
に
は
、
種
子
袋
か

ら
の
取
り
出
し
、
袋
詰
め
作
業
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

 
（
床
形
状
：

6m
×6

m
）

 

7.
 管

理
事
務
室

 
 

 
 

7.
1 

管
理
責
任
者

・
管
理
者
室

 
3
人

 
研
究
者
：

 3
×8

.3
m

2 =2
5m

2  
外
来
者
、
研
究

者
と
の
対
応
上
、
個
室
（
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
採
用
）
と
す
る
。
机
・
椅
子
、

書
類
収
納
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
棚
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

 
7.

2 
管
理
者
・
一

般
事
務
室

 
7
人

 
研
究
助
手
：

 7
×3

.3
m

2 =2
3m

2  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
応
、
施
設
の
建
築
・
電
気
・
機
械
設
備
等
の
保
守
、
維
持
補
助
管
理
。

書
類
収
納
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
棚
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

 
一
般
事
務
と
し
て
タ
イ
プ
事
務
と
電
話
応
対
、
そ
の
他
の
雑
務
を
行
う
。

 
7.

3 
応
接
室

 
 

4×
6m

2 =2
4m

2  
外
来
者
、
研
究
者
と
の
対
応
を
目
的
と
す
る
。

4
人
掛
け
を

2
セ

ッ
ト
計
画
す
る
。

 
7.

4 
活
動
記
録
・
広
報
パ
ネ
ル
展

示
 

 
6×

6m
2 =3

6m
2  

来
訪
者
に
対
し
、
研
究
成
果
を
パ
ネ
ル
等
に
よ
り
掲
示
す
る
。
活
動
記
録
・
広
報
パ
ネ
ル

展
示
は
入
口
横
に
壁
の
な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
部
屋
構
造
と
し
、
来
館
者
の
見
学
を

促
進
す
る
。

 
合
 
 
計

 
 

10
8m

2  
（
床
形
状
：

6m
×1

8m
）

 

8.
 資

料
室

 
 

 
 

8.
1 

書
籍
棚

 
壁
部

 
6m

×0
.5

m
×2

列
=6

m
2  

3m
×0

.5
m

×2
列

=3
m

2  
棚
間
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

6m
×1

.5
m

×2
列

=1
8m

2 

 

セ
ミ
ナ
ー
用
の

机
と
椅
子
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
移
動
黒
板
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
確
保

 

8.
2 

コ
ピ
ー
機
、
製
本
ス
ペ
ー
ス

 
コ
ピ
ー
機

 
製
本
ス
ペ
ー
ス

 
2m

×2
.5

m
 =

5m
2  

2m
×2

m
 =

4m
2  

機
材
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

 

合
計

 
 

36
m

2  
（
床
形
状
：

6m
×6

m
）

 
9.

 機
材
保
管
庫

 
 

 
 

9.
1 

収
納
棚

 
壁
部

 
中
央
部

 
6m

×0
.7

5m
×2

列
=9

m
2  

3m
×0

.7
5m

 =
2m

2  
棚
間
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

6m
×1

.4
m

×2
列

=1
7m

2 

棚
間
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

4m
×1

.0
m

×2
列

=8
m

2 

 

機
材
の
収
納
容

量
：

22
m

3  
棚
の
収
納
容
量

 
(6

+6
+3

)m
×0

.7
5m

×0
.5

m
×4

段
=2

2.
5m

3  

合
計

 
 

36
m

2  
（
床
形
状
：

6m
×6

m
）
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室
 

 
名

 
規
 
 
模

 
面
積
算
定

 
摘
 
 
要

 

研
修
棟

 
 

 
 

1.
 研

修
室

 
研
修
員

40
人

/室
 

 
本

文
3-

2-
2-

2
か

ら
1

室
の

面
積

は

20
0m

2
と
算
定
さ

れ
る
。

 
合
計

20
0m

2 ×2
室

=4
00

m
2 

（
廊
下
を
含
み

42
4m

2 ）
 

収
容
人
数
を

40
人
、
黒
板
と

前
列
ま
で
の
距
離
を

42
m

2 （
3.

5m
×幅

12
m
）
、
ま
た
稲

栽
培

の
室

内
実

習
ス

ペ
ー

ス
を

64
m

2 、
収

納
倉

庫
（

備
品

、
作

業
台

、
机

・
椅

子
、

パ

ソ
コ
ン
、
ス
ク
リ
ー
ン
等
）
を

30
m

2 （
2.

.4
75

m
×幅

12
m
）
と
し

て
計
画
す
る
。

 

食
堂
・
厨
房
棟

 
 

 
 

1.
 食

堂
・
手
洗
い
台

 
90

人
の

80
%
が

食
事
を
と
る
。

90
×0

.8
×2

.2
+4

.0
=1

62
m

2  
研
修
員
ピ
ー
ク

時
90

人
の

80
%
が
ほ
ぼ
同
時
に
食
事
す
る
と
仮
定
す
る
。
ま
た
手
洗
場

4m
2
を
計
画
す

る
。

 
2.

 厨
 
房

 
厨
房
機
器
、
シ
ン
ク
、
コ
ン
ロ
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
か
ら
算
定

 
40

 m
2  

（
食
堂
の

25
%
程
度
と
算
定
さ
れ
る
。
）

 

3.
 倉

庫
 

 
3.

5m
×4

m
=1

4m
2  

食
材
・
備
品
・
什

器
類
収
納
ス
ペ
ー
ス
、
配
膳
置
場
、
各
種
飲
料
水
冷
蔵
庫
を
確
保
す
る
。

 
合
計

 
 

21
6m

2  
 

宿
舎
施
設
棟

 
 

 
 

1.
 宿

舎
 

6
室

×2
人

 
36

m
2 ×6

=2
16

m
2  

客
員

研
究

員
の

長
期

滞
在

用
と

し
て

使
用

さ
れ

る
た

め
、

各
部

屋
に

シ
ャ

ワ
ー

･
ト

イ
レ

等
を
設
置
す
る
。

 
2.

 共
用
ス
ペ
ー
ス

 
1
室

 
36

m
2  

共
用
厨
房
・
食
堂
室
、
厨
房
備
品
収
納
ス
ペ
ー
ス
、
リ
ネ
ン
室
等
を
確
保
す
る
。

 
3.

 そ
の
他

 
廊
下
等

 
（
幅

2m
）

 
廊
下
は
野
外
通

路
を
採
用
す
る
。

 
合
計

 
 

25
2m

2  
（
外
部
廊
下
を
含
ま
な
い
）

 

発
電
機
室

 
 

 
 

発
電
機
室

 
1
箇
所

12
m

2  
3m

×4
m

=1
2m

2  
発
電
機
室
は
防
音
タ
イ
プ
を
計
画
し
、
研
究
・
管
理
事
務
棟
か
ら
離
隔
し
た
位
置
に
設
置

す
る
。

 

共
同
ト
イ
レ

 
 

 
 

 
研

修
受

講
者

10
0

人
の

う
ち

70
%
（

70
人

）
が

男
子

、
30

%
（

30
人
）
が
女
子
と
す
る
。

 

41
m

2  
共
同
ト
イ
レ
は
衛
生
器
具
所
要
個
数
算
定
表
（
学
校
の
便
器
所
要
数
算
定
）
に
よ
り
算
出

し
、
男
子
小
便
器

10
箇
所
、
男

子
大
便
器

3
箇

所
、
女
子

6
箇

所
と
す
る
。
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表
－

A
.7

.1
.2

 
農
業
施
設
必
要
面
積
の
算
定

 
項
 
 
目

 
規
 
 
模

 
摘
 
 
要

 
a)

 
実

演
・
作

業

用
精
米
所

 
精
米
作
業
研
修
棟
と
し
て
、
屋
内
が

15
0m

2 、

屋
外
が

50
m

2 （
7.

0m
×7

.2
m
）
、
合

計
20

0 
m

2

が
必

要
と

な
る

。
（

屋
外

ス
ペ

ー
ス

は
籾

殻

排
出

場
と

し
て

計
画

す
る

：
7.

0m
×7

.2
m
。

施
工

は
籾

殻
の

排
出

場
の

外
側

に
籾

殻
が

こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に

0.
5m

の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の

追
加

施
工

を
行

っ
て

い
る

：

8.
0m

×8
.2

m
。
）

 

必
要
ス
ペ
ー
ス
算
定
表

 
項

目
 

必
要
ス
ペ

ー
ス

(m
2 ) 

備
考

 
精

米
前

米
一

時
保

管
 

5m
×5

m
 

=
25

 
 

精
米

前
後

一
時

保
管

 
5m

×5
m

 
=

25
 

 
精

米
機

 
1.

5m
×3

m
 

=
5 

 
指

導
員

 
2
名

×4
m

2  
=

8 
2
名

 
研

修
生

 
40

名
×1

m
2  

=
40

 
40

名
（

大
）

 
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
 

 
 

47
 

 

屋
内

 

小
計

 
 

 
15

0 
 

屋
外

 
籾

殻
一

時
保

管
 

7.
2m

×7
m

 
= 

50
 

 
合

計
 

 
 

 
20

0 
m

2  
 

 

b)
 
ガ

ラ
ス

付

ス
ク

リ
ー

ン
ハ
ウ
ス

 

既
存

の
ス

ク
リ

ー
ン

ハ
ウ

ス
に

て
使

用
中

の
栽
培
ポ
ッ
ト
類
の
移
設
、
及
び
新
規
ラ
イ

シ
メ
ー
タ
ー
（

6
基
）
等
の
設
置
を
計
画
す

る
。

 
 60

0m
2 （

10
m

×3
0m

×2
棟
：

2
棟

一
体
型
）

（
図
－

A
.7

.1
.1
参
照
）

 

既
存
の
ス
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
て
使
用
中
の
栽
培
ポ
ッ
ト
類

 
項

目
 

寸
法

（
縦

×横
）

 
個

数
 

備
考

 

Pl
an

t p
ot

 A
 

1.
0m

×1
.0

m
 

6 
木

製
 

Pl
an

t p
ot

 B
 

1.
0m

×1
.0

m
 

6 
木

製
 

Pl
an

t p
ot

 C
 

1.
2m

×1
.7

m
 

10
 

木
製
（
コ

ン
ク
リ
ー

ト
製
受

台
）

 

Pl
an

t p
ot

 D
 

1.
25

m
×7

.5
m

 
4 

木
製

 

Pl
an

t p
ot

 E
 

φ3
0c

m
 

20
0 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製

 

Lo
ng

 ta
bl

e 
1.

0m
×6

.0
m

 
2 

木
製

 
 

c)
 
農

機
具

倉

庫
 

本
案

件
に

て
調

達
す

る
農

業
用

機
械

を
保

管
 

機
械
間
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を

0.
5m

、
2
台
ご

と
の
両
側
に
は

0.
9m

の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保

し
、
搬
入
・
搬
出
が
出
来
る
配
置

よ
う
に
想

定
。

 
ま
た
機
材
管
理
・
保
管
事
務
所
（

3m
×6

m
）

を
設
置
す
る
。
農
機
具
倉
庫
に
必

要
な

小

限
の
ス
ペ
ー
ス
は
、

39
m

×6
m

=2
34

m
2
と
算

定
さ
れ
る
。

 
研

究
用

脱
穀

機
ま

た
坪

刈
り

用
唐

簑
の

使

用
を
目
的
と
し
て
作
業
室
を
設
置
す
る
。
脱

穀
・

唐
簑

作
業

室
は

36
m

2 （
6m

×6
m
）

と

す
る
。
（
図
－

A
.7

.1
.2
参
照
）

 
（
合
計

27
0m

2 ）
 

調
達
農
機
具
一
覧
表

 
種

類
寸

法
(B

×L
)

数
量

耕
運
機

1.
0m

×2
.5

m
3
台

ト
レ

ー
ラ

ー
3.

5m
×1

.5
m

1
台

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
1.

0m
×2

.0
m

1
式

ト
ラ

ク
タ

ー
2.

3m
×4

.0
m

2
台

ト
レ

ー
ラ

ー
2.

0m
×3

.0
m

2
台

デ
イ

ス
ク

・
ハ

ロ
ー

3.
5m

×2
.3

m
2
台

ボ
ト

ム
・

プ
ラ

ウ
3.

5m
×2

.0
m

2
台

シ
ー

ダ
ー

2.
0m

×2
.0

m
2
台

カ
ル

チ
ベ

ー
タ

ー
3.

0m
×2

.0
m

1
台

農
薬

散
布

機
 

3.
5m

×2
.0

m
 

1
台

 
 



  

A - 33

項
 
 
目

 
規
 
 
模

 
摘
 
 
要

 
d)

 
乾

燥
ヤ

ー

ド
 

新
設
試
験
圃
場

2h
a、

既
存
試
験

圃
場
（
陸

稲
ネ
リ
カ
）

15
ha

か
ら
見
込
ま
れ
る
収
穫
量

55
to

n（
年

1
回
収
穫
）
の
籾
米
を

60
回
に

分
け
て
乾
燥
さ
せ
る
。

 
45

0m
2
が
必
要
と

な
る
。

 
水
稲
：

2h
a×

5t
on

/h
a＝

10
to

n 
陸
稲
：

15
ha

×3
to

n/
ha
＝

45
to

n 
 

計
55

to
n 

乾
燥
作
業
回
数

 
＝

55
to

n÷
0.

91
to

n/
回
＝

60
回

 
（

3.
64

m
3 ×0

.2
5t

on
/m

3 =0
.9

1t
on
）

 

            
e)

 
ワ

ー
ク

シ

ョ
ッ
プ

 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

面
積

は
調

達
さ

れ
る

機

材
及

び
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7.2 備品一覧表及び高架水槽及び雨水タンク数量 

 

名称 仕様 数量 単位 

研究・管理事務棟    

事務用机（木製）・椅子（スチール製） W=1.2m, D=0.8m, H=0.75m 51 ｾｯﾄ 

応接セット 椅子 4 脚/ｾｯﾄ 2 セット

スチール書棚（ラックタイプ） W=0.9m, D=0.3m, H=2.0m 60 本 

木製ラック W=0.8m, D=1.2m, H=2.0m 10 本 

木製ラック W=1.2m, D=0.7m, H=2.0m 10 本 

木製ラック W=0.9m, D=0.4m, H=2.0m 4 本 

木製作業台 W=1.4m, D=1.2m, H=0.7m 8 台 

実験台（木製） W=3.6m, D=0.6m, H=0.7m 4 台 

展示パネル(木製) W=1.2m, H=1.7m 9 本 

研修棟    

机（木製） W=1.8m, D=0.5m, H=0.75m 30 台 

椅子（木製）  90 脚 

教壇（木製） W=5.0m, D=2.5m, H=0.3m 2 台 

黒板（木製） W=3.6m, H=0.9m 2 台 

食堂棟    

テーブル（スチール脚、プラスチッ

ク天板） 
W=1.8m, D=0.9m, H=0.75m 12 台 

椅子(金属パイプ脚、プラスチック座

板、背もたれ) 
 72 脚 

カウンター（木製） W=6.0m, D=0.8m, H=0.9m 1 台 

カウンター（木製） W=2.0m, D=0.6m, H=0.9m 1 台 

木製ラック W=3.175m, D=0.6m, H=2.0m 1 本 

木製ラック W=1.2m, D=0.7m, H=2.0m 3 本 

木製ラック W=0.9m, D=0.4m, H=1.03m 8 本 

調理台（スチール製） W=2.0m, D=0.65m 1 台 

調理台（スチール製） W=2.7m, D=0.65m 1 台 

調理台（スチール製） W=0.825m, D=0.65m 1 台 

調理台（スチール製） W=0.9m, D=0.65m 1 台 

調理台（スチール製） W=1.8m, D=0.9m 3 台 

2 槽シンク W=2.1m, D=0.65m 1 組 

コンロ及びコンロ台（スチール製） W=0.65m, D=0.65m 2 台 
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名称 仕様 数量 単位 

宿舎棟    

木製ベッド マットを含む 12 台 

机（木製）、椅子（木製） W=1.2m, D=0.8m, H=0.75m 12 セット

テーブル（共用室用） 
（スチール脚、プラスチック天板）

W=1.8m, D=0.9m, H=0.75m 1 台 

椅子（共用室用）（木製）  6 脚 

クローゼット（木製） W=1.2m, D=0.6m, H=2.0m 12 本 

ミニキッチン(シンク付) W=2.8m, D=0.6m 7 組 

ワークショップ    

事務用机（木製）・椅子（スチール製） W=1.2m, D=0.8m, H=0.75m 1 セット

スチール書棚（ラックタイプ） W=2.0m, D=0.3m, H=2.0m 2 本 

スチール製ラック W=1.8m, D=0.7m, H=2.0m 7 本 

作業台（スチール製） W=1.8m, D=0.9m 8 台 

農機具倉庫    

木製ラック W=2.675m, D=0.4m, H=2.0m 1 本 

 

高架水槽及び雨水タンク 

名称 仕様 数量 単位 

高架水槽（2m3） 樹脂製 4 基 

高架水槽（5m3） 樹脂製 4 基 

雨水タンク（2m3） 樹脂製 6 基 

雨水タンク（5m3） 樹脂製 7 基 
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7.3 全調達機材リスト 

機材名称 主な仕様・構成 数量 単位 

発電機 100 kVA ディーゼル発電機、防音型 1 台 

ソーラー発電施設 約3 kWソーラーパネルおよびバッテリー 1 台 

ライシメーター 角型（100×100×60cm） 屋内タイプ 6 台 

 データ・ロガー付 屋外タイプ 2 台 

【研究用機材】    

気象観測機器 雨量、気温、湿度、日照、風向/風速 
三脚式（定置タイプ） 

2 台 

【試験圃場用機材    

トラクター 総輪駆動 
水冷ディーゼル80馬力、安全フレーム付 

2 台 

ディスク・プラウ 80馬力トラクター用、3連タイプ 2 台 

ボトム・プラウ 80馬力トラクター用、3連タイプ 2 台 

シーダー① 80馬力トラクター用施肥播種機（米、小麦、大豆用）、

作業幅約2.5m以上 
1 台 

シーダー② 80馬力トラクター用施肥播種機（メイズ用）、作業

幅約3.0m以上 
1 台 

農薬散布機 80馬力トラクター搭載用、ブームスプレーヤー式、

タンク容量約800L、作業幅10m以上 
1 台 

カルチベーター 80馬力トラクター用、9爪以上 1 台 

牽引トレーラー 80馬力トラクター牽引用トレーラー、リアダンプ式 

5t以上 
2 台 

【実演用収穫後処理機材】    

籾摺り精米装置 能力：700kg/hr以上、粗選別機、バケットエレベー

ター付 
1 台 

【ワークショップ機材】    

溶接機 ディーゼルエンジン溶接発電機、溶接電流：250A以

上、発電能力10kVA以上 
1 台 

ガス溶接機 酸素・アセチレン圧力レギュレーター、溶接・切断

トーチ、ガスボンベセット等 
1 台 

直立ボール盤 ドリル能力：23mm （鋼材）、ドリルセット、固定

用万力付 
1 台 

高速カッター 刃径：350mm、替え刃20枚付 1 台 

卓上グラインダー ホイール径：200mm、替え刃20枚付、専用台付 1 台 

パイプねじ切り機 手動式、能力：15-50mm 1 台 

電気ドリル ドリル能力：13mm （鋼材）、ドリルセット付 1 台 

ディスク・サンダー ホイール径：100mm、替え刃20枚付 1 台 

ミニ・グラインダー チャック径：6mm、、替え刃20枚付 1 台 

電気コードリール 電気コード（プライヤー付） 2 ｾｯﾄ 
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機材名称 主な仕様・構成 数量 単位 

ガレージ・ランプ AC100W 2 台 

高圧洗浄機 吐出量：700 ℓ/hour 1 台 

ガレージ・ジャッキ 10ﾄﾝ以上 1 台 

ポータブル・ジャッキ 10ﾄﾝ以上 2 台 

リジッド・ラック 3ﾄﾝ以上 4 台 

寝板 キャスター付 2 台 

その他工具一式    

エア・コンプレッサー及び付属品 空気圧：0.9 MPa以上 
付属品：エア・ホース、エア・ブローガン等 

1 台 

メカニック工具（ショップ用） 分解組立工具工具セット（ショップ用） 
入り数100点以上 

2 ｾｯﾄ 

メカニック工具（携帯型） 分解組立工具セット（携帯型） 
入り数45点以上 

2 ｾｯﾄ 

タップダイスセット タップダイス 
サイズ：M3-M20 

1 台 

トルクレンチ 5 - 700Nm、4種類 1 ｾｯﾄ 

締付金具 0.75、1.5、3.0ﾄﾝ各1個 1 ｾｯﾄ 

スクリュー・クランプ Cタイプ、100、125、150、200mm各1個 2 ｾｯﾄ 

電気コード コード長：30m 2 ｾｯﾄ 

サーキット・テスター サーキット・テスター 
（電圧計、電流計、バッテリーメーター等） 

1 台 

回転計 測定範囲：0 - 10,000rpm 1 台 

比重計 バッテリー用、温度計付 1 台 

充電器 DC出力、6 - 12V: 70A、18 -24V: 35A 1 台 

グリースガン 容量：300cc 1 台 

オイルポンプ 注入量：40cc/ストローク、タンク容量：20L 1 台 

ドラムポンプ 手動ポンプ 2 台 

床移動クレーン 吊り能力：3ﾄﾝ以上、吊り高さ：3m以上、ナイロン

シリング、シリングチェーン各2本付 
1 台 

作業台 キャスター、万力付 2 台 

タイヤ・ツールセット タイヤ・ゲージ、バルブ修理工具、ソフトハンマー

等 
1 ｾｯﾄ 
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8. 研修ニーズ及び研修修了者追跡調査 

2006 年から開始された「ネリカ米適正化技術」の派遣専門家によるネリカ及び稲作に関して実

施された研修参加者、また NARO、NaCRRI の研究者からの聞き取り（質問票形式）に基づき、

研修ニーズ及び研修修了者追跡調査を取りまとめた。以下に研修ニーズ調査、研修修了者追跡調

査のインタビュー調査対象者の情報を示す。 

表－A.8.1 研修ニーズのインタビュー調査対象者 

対象者 詳 細 
対象

人数 
調査方法 

研究者 NARO NARO 本部、研究所 10 
研究者 NaCRRI ナムロンゲ本部 10 
農業職員・

普及員 
DAOs Wakiso 県及び近郊 10 

農民 小規模農家 
（所有面積 1ha 未満） 

Wakiso 県及び近郊 
（5 地区から 2 農家を選択） 

10 

 中小規模農家 
（所有面積 1ha 以上） 

Wakiso 県及び近郊 
（5 地区から 2 農家を選択） 

10 

質問票による聞取り

調査 

合  計  50  

 

表－A.8.2 研修修了者追跡調査のインタビュー調査対象者 

地 域 
（県） 

研修受講者数 インタビュー調査対象人数 調査方法 

Iganga 33 20 
Pallisa 42 20 
Kiboga 58 20 

Hoima 38 10 
Masindi 18 5 
Apec 28 10 
Lira 20 5 
Nebbi 23 5 
Adjumani 28 5 
合 計 288 100 

質問票による聞取り

調査 

 

現地調査で収集した研究・研修ニーズ及び NaCRRI の研修修了者の追跡調査の調査概要を以下

に示す。 

(1) 研究、研修ニーズ 

NARO、NaCRRI の研究者を対象とした結果では、研究ニーズは、稲の育種・栽培管理技術、

植物病理、収穫後処理技術、灌漑技術の順でニーズが高くなっている。また研修ニーズでは、収

穫後処理技術、育種・栽培管理技術、植物病理、灌漑技術の順でニーズが高くなっている。植物
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病理は、稲の病害虫が問題となっている中、研究テーマとして必要性が高いことが認識できる。

一方で農民に対する研修テーマでは、植物病理はニーズが低く、稲栽培においては第一に収穫後

処理技術及び育種・栽培技術の移転が優先テーマとして捉えられている。灌漑についてのニーズ

は研究・研修ともに低い優先度となっているが、これは聞取り対象者が農業技術者であり、灌漑

技術者が少ないことが原因と考えられる。一方で農民の研修に対する要望調査では、①収穫後処

理、②栽培、③灌漑となっているが、この中で灌漑に関する研修希望が多く、稲作に関わる灌漑

技術への関心の高さを示している。灌漑農業に対するインフラ整備が促進され、灌漑による収量

増加の実証が広く認識されるに従い、灌漑・水管理に関する要望が増加すると考える。また研修

方法についてはセミナー形式による研修、圃場実習の要望が高い他、マニュアルの配布にも高い

要望が見られる。 
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図－A.8.1 研究者の研究・研修ニーズ 

図－A.8.2 農民の参加希望研修内容、及び研修実施に関する要望 

研修実施に関する要望(農民）

展示圃場

ｾﾐﾅｰ
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ルの配布

ﾋﾞﾃﾞｵ･ﾃﾚ

ﾋﾞ･ﾗｼﾞｵ

の利用

フィール

ドトリップ

実習

フィールドトリップ



 

 A - 41

表－A.8.3 研究・研修ニーズ調査と技プロ研究テーマ比較 

研究テーマ 研究・研修要望内容 追加・補足事項 
① 育種 
 栽培技術 
 農業機械 
 混作 

・ 収量増加技術 
・ 労働負荷削減のための機械化技術

(プラウ、脱穀、精米等) 
・ 雑草管理 
・ 品種改良(耐乾性・高収量) 
・ 種子増産 
・ 適性品種の導入 

・ 圃場準備、栽植密度、播種量、

水管理 
 
・ 除草剤利用、除草機利用 
・ 種子の品質向上と品質維持 

② 水田灌漑 
 畑地灌漑（陸稲） 
 畑地灌漑（その他農産

物） 
 農業気象 
 土壌 
 

・ 圃場管理 
・ 資源管理（土壌、水） 
・ 稲作農業システムの確立（伝統的農

業への適応） 
・ 環境保全型農業の導入 
・ 土壌データ（GIS）の作成 
・ 土壌改良、CO2保全 

・ 畑作物(キャッサバ、メイズ、

陸稲)の灌漑法 
・ 輪作、カバークロップの利用

による土壌保全 
・ 簡易土壌試験 
・ 有機肥料の利用 

③ 植物病理（稲その他）  
 植物病理（果樹）  
 昆虫・病害虫 

・ 病害虫防除対策の確立 
・ 遺伝子組換え作物の安全性の情報 

・ 特定の病害虫防除法(稲イエ

ローモットルウイルス、イモ

チ病、タマバエ) 
・ 病害虫発生調査 
・ 栽培適地の調査 

④ 営農研修 
 収穫後処理・市場 
 農業社会 
 農業経済 

・ 乾燥、脱穀、精米技術 
・ マーケットの嗜好にあった品種開発

（香り米、高収量、耐乾性、病害虫

抵抗性、粘気の少ない品種） 
・ 新技術による普及方法の確立（展示

圃場、ラジオ、TV による） 
・ エサ米利用 
・ 農産加工技術(付加価値、米加工食

品） 

・ 収穫時のロス削減 
･ 病害虫発生調査、診断・コン

トロール法 
・ 害獣(鳥)の防除 
・ 畜産との連携 

 

(2) 研修修了者の追跡調査 

NaCRRI 研修修了者の研修のニーズについて参加希望研修内容、また研修実施方法に対する要

望の結果を次表に示す。 

参加希望研修内容では、稲の栽培技術に対し、全体の 86%の農民が研修受講の意思を示し、研

修の必要性が高いことが分かる。また病害虫防除、営農・収穫後処理技術に対してもニーズが高

く、研究活動と同時に、広く地域農民に対する研修の実施が望まれる。問題点としては、研修地

へのアクセスを挙げる農民が多く、またマニュアル配布により、継続的に稲作技術の研鑽を行い

たい農民が多く存在する。JICA 技術協力プロジェクト、また NaCRRI による継続的な研究・研修

活動の実施が強く望まれている。 
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表－A.8.4 研修修了者の追跡調査結果 

アンケート結果 研修効果 

  
 
 
 
 
 

〔研修参加後の成果〕 
・ 習得した栽培、収穫後処理などの技術

や知識を実践した結果、収量増加や収

入の向上 
・ 研修受講者のリーダーとしての意識

の醸成（周辺農民への指導） 

 
・ 調査結果では稲の収量が増加した

と回答した農民は全体の 80%に達

する。 
・ 稲作に関する知識・技術の向上、

収入の増加は各全体の 35%、34%
である。 

 上記から、収量は増加したが、収

入には反映されていないことにな

る。自家消費が増加したと考えら

れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔参加したい研修〕 
・ ①栽培技術(種子生産、品質向上、栽

植密度・播種時期、施肥管理、雑草管

理等)、②病害虫・鳥害防除、③営農/
収穫後処理(家計簿、乾燥、選別等) に
対するニーズが高い。 

 
・ 稲の栽培技術を挙げた農民は全体

の 95%と高い研修ニーズが見られ

る。 
・ 病害虫については約半数の 45%の

農民が参加の意思を示している。

 灌漑については少数が参加の意思

を示す結果となっているが、灌漑

インフラの整備の遅れが原因と見

られる。 

 
 
 
  
 
 
 

〔研修の改良点〕 
・ 研修場所へのアクセス(居住地の近

さ、また試験/展示圃場の利便性の良

さ) 
・ 研修期間の拡大や継続的な開催やフ

ォローへの要望が高い 。 

 
・ 研修の改良点では研修場所へのア

クセスが全体の 26%を占める。 
 
・ またマニュアルの配布、定期的な

研修など、継続的に研修内容を履

修できる計画策定が必要と認識さ

れる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔試験圃場の必要性〕 
・ 研修/情報センターとして、農民や関

連業者へ稲作等の知識や技術を提供

する。 
・ 安定した品質の種子を生産する種苗

センターが必要である。 
・ 農機具の製作場としてのセンターが

必要である。（牛耕用ﾌﾟﾗｳ） 

 
・ 研修・情報センターとしての位置

付けを指摘する農民数が 77%に達

する。 
・ 次いで、稲の種子生産センターと

しての重要な位置付けを回答した

農民が 20%に達する。 

 
 
 
 
 
 
 

〔試験圃場での研修内容の要望〕 
・ 播種、田植え、除草、機械の扱い方

等の栽培技術、病害虫防除、収穫後

処理( 乾燥、精米、脱穀、選別等)の
実習 

・ 水管理（灌漑法） 
 

 
・ 稲の栽培技術の実習場所としての

要望が全体の 86%と非常に高い。

・ 次いで、収穫後処理技術の習得が

54%と、過半数を占める。 
・ 病害虫についての研修利用も 27%

の農民から回答があり、高い関心

が見られる。 

研修参加後の成果(研修修了者)

知識・技術の

習得

収量増加

収入の増加

(生活の向上)

他農民への指

導(人材育成)

圃場管理技術

の向上

病害虫の特定

収穫後処理技

術の向上(貯

蔵、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ)

栽培技術の向

上(栽植密度、

栽培時期等、

種子入手)

参加したい研修（研修修了者）

病害虫防除

（害虫、害

獣）

灌漑技術営農･収穫

後処理技術

（ﾏｰｹﾃｨﾝ

ｸﾞ、付加価

値化等）

栽培技術

（品種選択、

施肥管理、

雑草管理

等）

研修の改善点について（研修修了者）

マニュアル

等配布

圃場視察に

よる農民の

意識向上

研修期間の

拡大

研修場所へ

のアクセス
定期的な研

修とフォ

ロー

座学より実

習

受講者の増

加

受講者への

物質的な支

援

研修実施時

期

試験圃場の必要性･役割について(研修修了者)

研修・情報

センターとし

て

農機具製作

場（牛耕用

プラ ウ）

研究セン

ターとして

種子生産

（育苗）セン

ターとして

試験圃場を利用した研修に対する要望(研修修了者)

病害虫・病

理

営農研修、

収穫後処理

栽培技術

灌漑(水田･

畑地)


	資料
	1. 調査団員氏名
	2. 調査行程
	3. 面会者リスト
	4. 討議議事録（M/D）
	5. 事業事前計画表（基本設計時）
	6. 収集資料リスト
	7. その他の資料
	7.1 施設面積の算定結果
	7.2 備品一覧表及び高架水槽及び雨水タンク数量
	7.3 全調達機材リスト

	8. 研修ニーズ及び研修修了者追跡調査




